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「
未
来
に
は
　
ゆ
た
か
な
森
に 

あ
え
る
か
な
」
―
。
こ
れ
は
、
平

成
二
十
一
年
度
緑
の
募
金
標
語
で
、

上
越
市
立
直
江
津
南
小
学
校
五
年

生
の
小
沼
廉
君
の
作
品
で
す
。 

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
毎
日

の
暮
ら
し
と
強
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
が
「
環
境
」
で
す
。
そ
れ
は
、

空
気
や
水
、
木
、
草
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
物
、
川
、
沼
、
湖
、
山
、
海

な
ど
の
自
然
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
「
自
然
環
境
」
と
い

い
ま
す
。 

　
近
年
、
私
た
ち
の
里
山
が
一
変

し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、

森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
を
放
出
す
る
と
い
う
「
同
化

作
用
」
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

緑
豊
か
な
周
辺
の
山
々
が
、
こ
れ

か
ら
夏
に
か
け
て
ナ
ラ
枯
れ
を
起

こ
し
、
秋
の
紅
葉
の
よ
う
に
赤
茶

け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
環
境
を

傷
つ
け
て
い
る
原
因
を
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
周
辺
の
里
山
の
ナ
ラ
枯
れ
は
、

現
在
が
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
の
拡
大
は
、
地
球
温
暖

化
に
よ
っ
て
病
原
菌
を
持
ち
込
む

「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
の

活
動
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
も
一

因
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
新
潟

日
報
三
月
十
六
日
付
け
里
山
一
変

よ
り
） 

　
五
月
十
八
日
、
新
潟
日
報
の
朝

刊
で
佐
渡
の
ト
キ
特
集
を
読
ん
だ
。

放
鳥
さ
れ
て
間
も
な
く
八
か
月
だ

が
、
環
境
の
変
化
で
「
ト
キ
は
ど

こ
で
も
必
死
で
餌
を
求
め
て
い
る

が
、
人
が
近
づ
き
す
ぎ
て
寝
ぐ
ら

が
一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

住
み
や
す
い
環
境
を
求
め
続
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
、
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
緑
の
減
少
に

よ
り
、
動
植
物
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
滅
び
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

速
や
か
に
そ
の
対
策
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。 

　
平
田
大
六
村
長
は
、
平
成
二
十

一
年
度
の
施
政
方
針
で
、
化
石
燃

料
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と

し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
に
も
先
進
地
視
察
の

報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

や
た
ら
と
カ
タ
カ
ナ
語
が
使
用
さ

れ
、
私
た
ち
高
齢
者
が
理
解
に
苦

し
む
…
。
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

を
い
う
前
に
、
や
さ
し
い
説
明
が

あ
っ
て
こ
そ
環
境
問
題
に
関
心
が

深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ

ス
を
新
辞
典
で
引
く
と
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
見
た
生
物
体
。

生
物
由
来
資
源
」
と
あ
る
。
そ
こ

か
ら
判
断
し
、
理
解
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
関
川
村
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
村
で
す
。
四
月
上
旬
に
鷹
の
巣

公
園
へ
カ
タ
ク
リ
の
花
の
散
策
に

行
っ
た
時
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
自
然
百
選
の
森
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
ナ
ラ
の

木
が
、
こ
の
三
年
間
で
急
速
に
枯

れ
始
め
、
ト
ー
タ
ル
三
百
五
十
本

伐
採
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

　
大
自
然
が
少
し
ず
つ
滅
び
始
め

て
い
ま
す
。
「
明
日
で
は
エ
コ
は

間
に
合
わ
な
い
」
―
。
続
き
は
次

回
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

森
林
の
変
化 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑤
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
５
月
下
旬
、
関
小
学
校
運
動
会
、

霧
出
、
七
ケ
谷
、
川
北
、
女
川
地

区
の
郷
民
運
動
会
が
各
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
運
動
会
は
、
来
年
四
月
に
小
学

校
が
統
合
さ
れ
る
た
め
、
小
学
校

と
各
地
区
の
住
民
合
同
で
の
開
催

は
今
年
が
最
後
。
五
月
二
十
三
日

に
土
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
、
閉
校
記
念
き
り
で
大
運

動
会
に
参
加
し
た
佐
藤
優
太
さ
ん

（
土
沢
小
六
年
・
大
島
）
は
「
土

沢
小
学
校
と
地
域
の
最
後
の
運
動

会
と
な
っ
て
さ
み
し
い
け
ど
、
心

に
残
る
運
動
会
に
し
た
い
で
す
」 

と
、
閉
校
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、

趣
向
を
こ
ら
し
た
競
技
に
そ
う
快

な
汗
を
流
し
、
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で 

　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
汗 

▲集落ごとに分かれ、子どもから大人まで力を合わせて 
　競争した「郷民コミュニティレース」 
（５月23日・土沢小学校グラウンド） 

各地で閉校記念の大運動会 
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　桂の関温泉ゆ～むの入館者が、５月３日、

200万人に達しました。これは平成９年７月

のオープンから11年10か月での達成です。 

　記念すべき200万人目に来館した幸運の方

は、赤間孝弘さん（宮城県大郷町）。記念品と

してコシヒカリ４㎏入りのミニ俵と女川ハム、

光兎もち、しいたけの詰め合わせが平田大六

村長から贈られました。 

　赤間さんは、お子さん３人と新潟へ観光に

訪れたとのことで「ゆ～むを利用するのは今

回初めてですが、とてもびっくりしました」

と、思わぬプレゼントに、驚いたようすでし

た。 

　平成９年７月18日　オープン 

　平成12年１月２日　　50万人 

　平成14年８月20日　100万人 

　平成17年11月５日　150万人 

　平成21年５月３日　200万人 

ありがとうございます 

桂の関温泉ゆ～む 

入館者200万人達成 

ゆ～
む入館200万人達成まで

　
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
赤
間
さ
ん
ご
一
家 　

四
月
十
七
日
、
荒
川
鮭
有
効
利

用
調
査
委
員
会
（
山
田
俊
治
郎
委

員
長
）
か
ら
村
に
、
学
童
支
援
助

成
金
と
し
て
十
万
円
の
寄
付
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
十
五
日

か
ら
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
、
日

本
一
の
清
流
・
荒
川
で
行
わ
れ
た

「
サ
ケ
釣
獲
調
査
」
の
収
益
金
の

一
部
を
学
童
支
援
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
寄
付
さ
れ
た
も
の
。 

　
サ
ケ
の
釣
獲
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
全
国
で
も
八
河
川
。
な

か
で
も
荒
川
の
サ
ケ
釣
り
は
、
大

規
模
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
釣
り
が

楽
し
め
る
と
好
評
で
、
全
国
か
ら

約
千
八
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
贈
呈
に
は
山
田
委
員
長
が
訪
れ

「
村
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
平
田
大
六
村
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優雅な光を見に来てください 

ホタル舞道を指定 
関川村ホタルの会 

　
関
川
村
ホ
タ
ル
の
会
（
伊
藤
四

郎
会
長
）
が
、
村
内
の
ホ
タ
ル
生

息
地
の
指
定
箇
所
に
標
柱
を
設
置

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
村
内
各
地
の
ホ
タ
ル

生
息
地
を
十
年
間
観
測
し
た
結
果
、

ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
場

所
を
判
定
。
そ
の
結
果
、
下
川
口

と
山
本
地
内
の
村
道
沿
線
の
二
箇

所
を
「
ホ
タ
ル
舞
道
（
マ
イ
ロ
ー

ド
）
」
に
指
定
し
た
も
の
で
す
。

指
定
箇
所
に
は
、
自
然
環
境
の
保

護
や
里
山
の
大
切
さ
な
ど
、
大
勢

の
村
民
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
標
柱
を
設
置
し

ま
し
た
。
伊
藤
会
長
は
「
ホ
タ
ル

生
息
地
を
指
定
し
た
こ
と
で
、
自

然
を
大
切
に
す
る
意
識
の
醸
成
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
村
内
の
ホ
タ
ル
前
線
は
、
六
月

末
か
ら
七
月
十
日
ご
ろ
。
な
か
で

も
、
七
月
の
初
め
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、

最
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
年
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
優
雅
な 

”ホ
タ
ル
の
光
（
ゆ
ら
ぎ
）“
に
接

し
て
、
心
身
の
充
電
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。 

マイロード 

ありがとう 
　　ございます 

学童支援金の寄付 

荒川鮭有効利用調査委員会 




